
1　事業の概要

①　成果目標（H24)

②　事業内容

　国庫支出金

　県　債

　その他（　　　　　　）

　一般財源

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

２　今後の事業の方向性

今後、事業

をどのよう

にしていき

たいか。

　　□ 事業を実施しない　　　　　□ 事業を見直して実施　　　　　■事業を現行どおり実施

・Ｈ２５も優先度の高い箇所から、多くの箇所で実施する。

・Ｈ２６以降も効率的・重点的な予算配分による事業を推進する一方で、住民参加を呼びかけ、協働を伴う河川の環境整備の実現に努め

たい。

目標に対

する成果

の状況

事務所要望箇所を精査し、優先順位を付けて予算配分を行い、早急に維持修繕が必要な45箇所全てで実施し、目標を達成することがで

きた。

 概算事業費（B（A）+C） 106,475 95,538 95,811 99,513

- - -

事

 

業

 

コ

 

ス

 

ト

区　　分（単位：千円） 22年度 23年度 24年度24年度24年度24年度 25年度

概　算

人件費

0.98 0.91 0.90 1.11

-

106,475 95,538 95,811

Aの

財源

106,475 95,538 95,811 99,513

予

算

額

前年度繰越

当初予算 106,500

補正予算 -25 -312 -39

95,538 95,811

95,850 95,850 99,513

合計（A) 106,475 99,513

122箇所

事業内容

（単位：千円）　

項目 実施方法 H24事業実績

H24 H25

（当初） （決算） （当初）

県単河川環境改善事業 直接

県内一円において、草木、河床堆積土砂の排除等河

川の環境整備を実施した。

95,850 95,811 99,513

県が関与

する理由

■法令等義務 □内部管理 □県でなければ実施不可　【左記の説明、根拠法令等】

□民間、市町村でも実施可能だが、県関与の必要性有 河川法

□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

目指す姿

現状

課・室 河川課

＜参考＞

総合５か年

計画

プロジェクト  ６　誇りある暮らし実現プロジェクト E-mail kasen@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開

３－２　豊かな自然環境の保全

環境整備が必要な箇所のうち、地域の要望等を踏まえ、優先度の高い箇所から事業を実施する。

地域住民の安全で豊かな生活を守るため、国庫補助等対象外の河川環境整備を実施し、良好な河川環境を保全・復元及び創出する。

○地域からの要望等を踏まえ、草木、汚濁泥土の除去、河床堆積土砂の排除及び河川環境の改善が必要な箇所のうち、優先度の高い

箇所から事業を実施している。

○環境への関心の高まりから、草木、河床堆積土の排除等の要望は高まっている。

成果目標の達成状況

項目

実施箇所数

事業番号 10 05 18 事業改善シート （２４年度実施事業分）　　□予算要求　　□予算案　　　■点検

事　業　名 県単河川環境改善費県単河川環境改善費県単河川環境改善費県単河川環境改善費
担

当

課

部局 建設部

　　　１　水・大気環境の保全 実施期間 S44 ～

合計 95,850 95,811 99,513

Ｈ２４
H25

目標

現況

（見込）
目標 成果 達成状況

50箇所45箇所 45箇所 達成


